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1　概　　　　況

本市の自治体消防は、昭和23年3月の消防艇織法施行に伴い、同年4月に「熊本市消防本部」が設置されたの

が始まりであり、以来、制度や機構の変遷を経て、今日、市民に最も身近な防災機関として日夜活動を続けている.

一方、明治以来の歴史を持ち、地域防災の担い手である消防団は、平成3年2月1日の飽託郡四町との合併に

ょり団負数3,830名(条例定員)と、全国でも屈指の消防団となり、常備消防と相互に連携し住民の安全確保に献

身的な努力を重ねている。

このような中、平成7年1月17日に発生した兵庫県南部地震は、神戸市を中心に味官有の被害をもたらし、消

防防災機関に大きな教訓と課題を与えたところであり、本市消防局としては、この大震災を踏まえ地震災害消防

計画を都市直下型地震を想定したものに見直し、計画に基づく訓練を早速実施するとともに、市全体としてほ地

域防災計画そのものの見直しに鋭意取り魁みがなされているところである。

また、平成7年度からは長年の懸案であった通信指令システムの再構築にいよいよ取り魁むこととし、これを

本市消防近代化の第一歩と位置付け、地震災害にも十分対応できるよう「新消防指令管制システム」整備事業と

してその作業を進めている。

災害は時と場所を選ばず発生し、その規模も大小様々である。従って、市民サイドでも日頃からの備えが重要

であり、消防局では、地域の災害危険性の認識を目的に住民参加による「わが町ウォッチング」、応急処置を市民

に広く普及する「一世帯-救急貞育成」さらには職員が直接住宅を訪問して住民の防火意識啓発を図る「住宅防

火静断」などの啓発事業を実施しており、市民の期待も大きく、資機材整備による消防力充実とともに、災害に

即応できる市民をきめ細かな活動を通じて育成することとしている。

(1 )消防職員・消防車両等配置状況
(平7.4.1現在)

区 分

局 暑 別

人 員 車 両
亨肖

防

救

捕

防

消 潤

防

司

*

長

潤

防

潤

β方

司

令

補

潤

f 'j

士

長

潤

防

潤 そ
の
他

言十

メ

ン

メ

ン

梯 屈

折

救

助

商

売

イヒ 司 描

ォt

車

後

刀

教 広

醍

ft

急

起

質

奉

そ

汁

正

蝪

防

監

司

令

副

士

&

防

士

LD
敬
負

フ。

m

蝣サ

辛

千

草

梯

千

車

工

作

車

子包

辛

-7 1

本

令

市

支

演

車

忠

事

( t

ォ

革

指

導

*

の

他

助

磨

総 計 1 2 1 3 3 1 8 7 187 8 4
219

8 4>
6
153 0

0 4)
13 10 3 2 3 1 1 3 3 1 i ll 1 4 1 1 2 4 l咲l 1

潤

防

′畠

総 務 課 1 2 2 5 9 1 2
1 7

12 )
2
5 0

(2 )

4 4

消 防 広 報 室 1 1 3 3
2

(2 )

1 0

v: i
1 1 2 4

予 防 言果 1 3 6 l l
2

12 *
1
2 4

lL'サ
3 3

消 防 課 1 3 2 2
1

(1 )

9

( 1 )
0

救 急 .救 助 課 1 1 5 1
1

日、

9

( 1 )
1 1 2

通 イ書 指 令 課 1 3 .1 9 1
1

(1 )

1 9

in
1 1

5 1 1 2 7 1.6 2 9 3 8 1
2 1

(9 )
3
1 2 1

(9 >
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 1 7 1 4 0

中

央

†肖

防

'*

fc '群 2 4 8 2 5 6
2 9

c *
1
7 5

(2 )
3 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 5

清 水 出 張 所 2 4 4 1 0 2 0 1 1 1 3

池 田 ′′ 2 5 6 7 2 0 1 1 1 3

楠 ′′ 2 6 4 s 2 0 1 1 1 3

] ヒ 部 ′′ 2 4 7 7 2 0 1 . 1 1 3

汁 0 0 2 4 16 4 4 2 7
6 1

i2 t
1
1 5 5

(2 )
4 3 1 1 1 1 0 1 1 0 6 3 0 0 5> 2 7 0

西

才肖

防

暑

本 署 2 5 1 0 1 9 9
3 1

(2 )
1
7 7

(2 )
2 1 1 1 1 1 1 I 2 3 1 1 5

新 港 分 署 2 2 7 2 1 3 1 1 1

島 崎 出 張 所 2 6 1 l l 2 0 1 1 1 3

南 熊 本 I′ 2 8 4 6 2 0 1 1 1 3

田 崎 ′′ 3 4 5 8 2 0 1 . 1 1 1 4

4 、 島 ′′ 2 8 4 6 2 0 1 1 2

ノ目 尻 ′′ 2 5 5 8 2 0 1 1 1 3

河 内 ′′ 2 6 3 8 1 9 1 1 1 3

飽 田 天 明 ′′ 2 5 6 7 2 0 1 1 1 3

計 0 0 2 7 2 7 6 8 3 7
8 7

12 >
1
2 2 9

(2 )
6 4 1 1 1 0 1 1 1 1 9 3 0 0 s 3 7 1

* m 2 4 9 2 0 1 0
19

(1 )
1
6 5

( 1)
2 1 1 1 1 1 2 3 1 1 3

健

翠

出 水 出 弓長 所 2 7 3 8 2 0 1 1 1 3

テ肖
防
託 腐 ′′ 2 5 4 9 2 0 1 1 1 3

4 、 LU ′′ 2 5 2 l l 2 0 1 1 1 3

普
言十 0 0 2 4 1 5 3 7 1 9

蝣17

(ユ)
1
1 2 5

in
3 3 1 0 1 0 0 1 1 0 5 3 0 0 4 2 2

(荏)定見631人　実員630人　(併任職員2人を含む。 6人派遣、 15人消防学校初任科入校lFJ.)
( )は女性消防士を再掲
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(2)各種協定の状況

協定等の種別 協定先の市町村等 業 務 の 種 類 . 締 結 年 月 日
熊本県市町村消防相互応 熊本県下全市町村 火災 .その他の災害 昭和46年 4 月 1 日
援協定 (救急を除 く)
九州 自動車道における消 熊本県内の九州自動車 火災 .救急 昭和46年 6 月30 日
防相互応援協定 道沿線市町 .消防抱合
新熊本空港と熊本市の消
火救難活動に関する協定

熊本空港 火災 .救急 昭和46年 4 月 1 日

火災報知用専用直通電話

に関する協定

上益城消防抱合 災害通報の転送 昭和52年 6 月 3 日
宇城広域消防範合 災害通報の転送 昭和61年 1 月27 日
高遊原南消防患合 災害通報の転送 平成 2 年 4 月 1 日
山鹿鹿本広域行政事務抱合 災害通報の転送 平成 5 年12月10 日
菊池消防抱合 災害通報の転送 平成 6 年 4 月 1 日

熊本県地域救急医療情報 熊本県 情報センターの管理及び 昭和54年12月10 日
センターの管理運営に関
する協定

運営

都市ガス災害対策に関す 西部ガス株式会社熊本 都市ガスに関する火災 . 昭和58年10月21日
る申し合わせ 支店 爆発及び漏えい事故の防

止及び鎮圧
武蔵 ケ丘地区の消防相互 菊池西部地区消防組合 火災 平成 2 年 4 月 1 日
応援に関する覚書 菊池南部消防抱合
救急救助活動に関する消
防相互応援協定

熊本県下全市町村 救急救助活動 昭和61年12月 5 日

大規模特殊災害時におけ 各都道府県の市町村 調査 .火災.救助.救急救 昭和62年 8 月22 日
る広域航空消防応援 援出場(消防ヘ リの要請)
海上における船舶火災の
消火活動に関する業務協
定

三角海上保安部 火災 .海難 .災害救助等 平成 4 年 5 月 1 日

高規格救急自動車の運用 熊本市医師会 .熊本地 救急 平成 6 年10月20 日
に係る協力に関する覚書 域医療センター

2　火　災　統　計

(1)火災発生状況
(平成6年)

区分

月

也
火
件

火 災 種 別 焼
損
樵

り災 状 況 死

者

負

傷

焼 損 面 積
損 害 額

逮 林 草 舵 そ 世 人 a 林

敬 物 野 両 舵
の
他

数
育 負 者 物

( n i)

野
( a )

(千 円 )

1 1 6 l l 4 1 16 l l_ 3 4 3 o 4 7 7 2 8 ,0 8 4

1 2 0 1 8 2 2 6 2 5 6 0 1 4 5 6 5 3 7 ,3 1 7

3 2 3 l l 5 7 17 1 0 3 1 1 3 6 9 2 2 1 ,3 9 1

4 1 9 1 6 1 2 2 5 18 4 2 2 4 6 5 2 3 ′1 0 3

5 1 9 1 4 4 1 2 0 9 3 5 1 1 4 18 2 9 ,7 95

6 1 5 1 0 1 1 3 13 10 _ h 1 2 7 8 3 0 9 ,9 7 7

7 17 9 1 5 2 12 4 1 6 3 3 0 4 1 5 5 ,6 4 8

8 18 1 5 3 2 9 17 4 9 1 2 1 ,4 1 9 4 5 ,6 1 1

9 12 l l 1 15 14 2 8 o 2 3 0 10 ,6 10

1 0 17 8 5 4 1 0 9 3 1 2 2 2 1 1 0 ,2 2 8

l l 2 0 14 1 1 4 2 1 16 4 6 1 7 9 2 5 10 l l ,6 0 3

12 19 15 2 2 2 9 2 5 7 4 5 5 9 6 2 3 6 , 15 2

計 2 15 15 2 3 3 4 26 2 3 3 16 9 4 7 4 1 5 3 2 6 ,9 5 6 5 5 2 6 9 ′5 19

5 年 19 8 15 0 2 5 1 2 2 2 16 16 8 4 5 4 8 2 9 5 ,4 5 2 2 5 2 ,2 6 0

4 17 7 13 5 1 2 1 20 2 0 1 1 2 6 3 3 1 l l 2 2 4 ,5 0 0 10 1 6 0 ,7 2 0

3 1 8 2 14 8
2 1 13 1 94 1 5 9 4 4 4

4 2 9
3 ,5 47

2
1 1 9 .8 8 2

Q ) (1 ) ( 1) (1 ) ( 1) ( 1 0 1) と5 7 8 )

o 1 4 2 1 0 7 2 2 2 l l 16 7 1 4 5 4 0 3 5 2 8 A .i 2 7 1 7 2 .9 5 6
( 1 2 ) ( 9 ) ( 1) ( 1 ) ( 1) ( 13 ) (8) (3 4 ) ( 1 ) U l と5 98 ) (2 7 ) ( l l ,9 0 2 )

(注 ) ( ) 内 は 旧受 託 町 を 再 掲
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(2)原因別被害状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

午

原 因

2 3 4 5 6

件

サ

損

皇
ロ

額

件

数

損

堂
a

翠

件

数

損

虫
R

戟

件

数

損

堂
.ニー

額

件

数

ffl

蝣*
口

額

た は し 7 16 ,7 2 1 9 3 ,78 7 2 3 19 ,95 8 2 2 3 0 ′2 1 3 25 3 0 ,48 1

た き 火 1 1 1 25 0 1

火 遊 び ll 5 ,7 1 6 15 8 ′7 17 15 5 ,78 2 6 8 ,53 6 8 3 ,8 64

し一.
ん

ろ

こ ん ろ 6 4 ,6 2 4 8 2 ,75 3 2 3 ,83 9 6 1 ,8 6 6 7 5 0 1

天 ぷ ら 油 2 0 1 2 ,2 2 1 27 9 ,90 3 2 3 5 ,6 0 4 24 5 5 ,69 2 2 3 2 0 ,8 0 4

放 火 (疑含 ) 15 1 3 ′2 1 0 2 5 4 ,52 7 2 0 1 2 ,8 2 7 51 2 4 ′16 3 3 9 4 0 一7 3 5

風 呂 か ま ど 4 39 8 4 1 ,0 42 3 2 ,9 2 4 3 87 8 2 6 3

ス ト ー ブ 7 17 ′63 5 14 1 2 ,0 16 9 l l ,38 3 9 12 ,2 15 9 4 4 ,95 6

マ ッ チ . ラ イ タ ー 3 3 ,5 19 2 6 2 3 2 7 ,61 3

煙 突 . 煙 道 2 15 1 38

電 灯 . 電 話 配 線 1 1 14 8 1 ′44 9 2 3 0 3 2 3 0 6 6 ,56 6

電 気 機 器 10 4 ,89 8 9 10 ,91 9 16 2 ,20 8 7 7 ,3 6 2 17 3 ,25 2

焼 却 火 10 6 ,3 92 4 8 6 12 4 13 4 4 ,0 48 15 1 0 ,4 18

不 明 26 8 2 ,7 98 27 5 5 ,28 7 2 4 52 ,6 27 31 6 4 ,43 3 2 2 7 1 ′4 28

そ の 他 19 4 ,6 94 29 8 ,52 3 2 6 35 ,5 12 30 4 2 ′58 6 4 2 3 6 ′4 5 1

合 計

142

(12)

17 2 ,9 56

(l l ,9 02 )

1 82

(1)

1 19 ,88 2

(57 8

17 7 160 ,7 20 198 25 2 ,26 0 2 15 26 9 ,51 9

(荏)　(　)内は旧受託町を再掲
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3　救急・救助統計

(1)救急活動の状況

(平成6年)

区分

月

出 場

回 数

事 故 種 別 搬 送 人 貞 不撫送

件 数

火

災

自

」.

ォi

皇
ロ

水

n

交

過

労

働

災

ォ'.
w->

運

動

**競
技

JR

負

傷

加

虫
。

自

m

行

為

急

柄

そ

の

他

男 女 計

1 1 ,109 3 2 35 9 6 122 9 12 5 99 114 57 9 4 6 1 1 ,0 40 10 3

2 1 .0 43 4 2 23 10 10 107 8 9 5 35 13 7 5 36 44 9 98 5 7 8

3 1 ,110 3 2 42 15 17 98 ll 16 5 74 13 4 5 91 47 9 1 ,0 70 7 3

4 1 ,0 78 1 2 38 8 12 93 ll 14 5 72 129 5 71 4 34 1 ,0 05 9 6

5 ,106 2 1 2 53 12 25 105 19 17 5 42 13 0 6 09 4 50 1 ,0 59 8 5

6 1 ,0 88 1 3 24 8 14 25 90 9 2 3 52 0 155 5 53 48 9 1 ,0 42 9 1

7 1 ,185 2 2 27 3 17 18 106 9 13 6 03 14 2 6 54 5 00 1 ,154 7 3

8 1 ,118 2 1 2 52 15 19 100 17 12 5 90 110 6 12 4 88 1 ′100 8 1

9 1 ,0 62 2 2 2 45 10 18 1 18 ll 18 5 08 130 5 73 4 53 1 ′0 26 7 4

10 1 ,145 2 2 78 10 19 1 17 7 17 5 50 145 6 03 4 85 1 ,0 88 95

ll 1 ,0 52 6 2 4 1 14 6 99 10 9 5 33 134 5 50 4 47 9 97 7 8

12 1 ,2 78 5 2 65 9 8 158 18 13 6 56 146 6 59 5 46 1 ,2 05 119

計 13 ,3 74 30 12 2 ,9 93 143 183 1 ,313 13 9 17 3 6 ′7 82 1 ,6 06 7 ,0 90 5 ,6 8 1 12 ′7 71 1 ,0 46

5 年 13 ,0 36 18 10 2 ,9 94 12 1 148 1 ′284 13 7 14 7 6 ,6 56 1′5 2 1 7 ,0 5 ,4 69 12 ,4 77 1,00 2

4 12 ,4 15 6 3 .0 140 127 V 寸 13 0 13 2 6 ,3 05 1 ,4 03 6 ,6 43 5 ,2 80 ll ,9 23 .0 28

3
12 ,3 50 19 4 6 b 3 ,0 17 143 168 1 ,25 1 14 4 13 4 6 ,0 61 1 ,3 63 6 ,6 02 5 ,2 58 l l,8 60 9 67

(6 8 ( 13 (6) (3 9 ( 10 (3 6 (3 2 1 6 8) (6)

2
ll ,6 59 2 1 4 2 ,9 23 134 162 1 ,063 1 16 12 7 5 ,8 21 1 ▼28 8 6 ,4 14 :,8 04 ll ,2 18 87 7

(68 3) (2) (15 2) (8) (19 (70) (.2 1 (8 ) (32 8) (9 4 (39 3) (28 0 67 4) (3 3

(荏)　(　　)内は旧受託町を再掲

(2)救助活動の状況
(平成6年)

事故 火

災

交 水 自 機 る 建 る ガ酸 煤 そ 合

計

種別 過 m 然 械事 物事 * :K 発
の

件 数 事 事 輿 に故 に故 及事 事

及 び人員 敬 故 ∃三
日
よ よ び故 故 他

救 助出場件数
(件 ) 194 58 5 5 3 1 13 279

救助活 動件数
(件 ) 87 27 3 3 1 9 130

救 助 人 員
(人) 7 30 2 5 1 9 54
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4　消防広報

(1 )広報活動状況回数
(平成6年度)

車 両 をこよる 防 火 ≡虹指 導 幼 年 消 防 ク 少 年 消防 ク
防 火広 報 . (救 急 法 、 ラ ブ指 導 ラ ブ 指導

消 火 訓 練 、
防 火 講 話)

(同 左 ) (同 左 )I

18 ,7 09 97 68 3 14 9

(2)広域防災センター入館1犬況
(平成6年度)

団 体 - m 合 計

486団体 28 ,543人 3,355人 31,898人

(3)消防音楽隊活動状況
(平成6年)

消防関係 市 関 係 県 関 係 そ の 他 合 計

12 54 4 ll 8 1

5　予　　　　防

(1 )危険物製造所等
(平7.4.1現在)

製 造 所 2

鰭

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所 170

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 52

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 44

地 下. タ ン ク 貯 蔵 所 388

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 2

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 98

屋 外 貯 蔵 所 21

小 計 775

敬

級

所

給 油 取 扱 所 45 1

販 売 取 扱 所 9

～ 般 取 扱 所 161

み な し 移 送 取 扱 所 -

小 計 621

総 計 1,398

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

種 別

年 度
新 築 増 築 改 築 移 転 修 繕 模様替え 用途変更 計画変更 合 計

2
2 ,4 3 4

(2 32 )

32 3

(18)

5

(4)

2 6 1 0 36 2 ,8 16

(2 54 1

3 2 ′0 63 25 0 3 2 2 1 0 7 2 ,3 37

4 2 ,2 57 30 1 3 3 4 1 3 6 2 ,58 7

5 1 ,9 15 27 1 8 3 1 1 2 16 2 ,2 26

6 2 ,18 1 27 7 1 1 2 ll 2 1 2 ,4 94

(荏) (　)内は旧受託町を再掲
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(3)防火対象物現況
(平7.4.1現在)

署 別

項 別

中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 軍 消 防 署 汁

A
蝪

法 8 粂 法 1 7条 法 8 条 法 1 7条 法 8 条 法 17条 法 8 条 法 17条

該 当

( 1種

～ 3種 )

該 当

( 4 種 )

該 当

( 1 種

~ 3 ffi ">

該 当

( 4 種 )

該 当
( 1種

′～ 3種 )

該 当

( 4 種 )

該 当

(1種

～ 3種 )

該 当

( 4 種 )

計

1

イ 劇 場 、映 画 館 、 演 芸 場 1 5 5 l l l l

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 1 9 2 2 9 8 2 3 1 7 1 l l 8 2

2

イ
キ ャ バ レ ー、 カ フ ェ l

ナ イ ト ク ラ ブ
3 2 3 2 5

ロ 遊 技 場 、 ダ ン スホ ール 3 3 1 4 2 4 1 1 1 16 o 1 1 8

3

イ 待 合 、 料 理 店 3 1 5 2 4 1 o o 3 2 5

.ロ 飲 食 店 5 3 1 0 1 6 8 15 1 13 2 2 3 3 4 4 7 3 8 1

4
百 貨 店 、 三 一 ケ ツ ト

展 示 場
14 4 3 7 2 1 4 5 3 2 0 6 4 4 5 6 4 13 4 6 9 8

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 5 1 2 2 5 8 4 8 4 1 2 2 15 0 9 2 2 4 2

ロ
寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 2 12 1 , 9 3 3 2 1 5 1 ,4 8 0 2 9 2 2 ,2 9 8 7 19 5 ,7 1 1 6 ,4 3 0

6

イ 病 院 、 診 療 所 等 10 9 6 9 10 3 10 9 9 0 9 1 3 0 2 2 6 9 5 7 1

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 等 5 0 8 8 n 6 7 2 0 5 2 2 0 7

ノ、 幼 稚 園 、 養 護 学 校 2 1 2 1 1 9 6 1 6 1

7 小 、中 、高 、大学 、各種 学校 7 5 2 7 3 6 2 1 2 10 3 2 13

8 図 書 館 、 博 物 館 5 5 1 l l l l

9

イ 蒸 気 、 熱 気 浴 場 3 7 l l 1 1 3 8 1 2 5 0

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 2 1 4 1 1 0 10 3 3 4 3 7

1 0 停 車 場 1 3 2 3 3 6

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 1 9 17 3 3 2 2 13 l l 6 5 5 0 1 15

1 2

イ 工 場 、 作 業 場 2 6 1 4 4 6 8 3 5 9 2 6 2 2 1 12 0 7 2 4 8 4 4

ロ 映 画 、 テ レビス タ ジオ

13

イ 車 庫 、 駐 車 場 4 l l 6 4 7 1 2 3 l l 8 1 9 2

ロ 格 納 庫

14 倉 庫 2 14 4 2 7 4 4 0 12 3 7 0 4 1 9 5 4 9 9 5

15
前 各 号 に 該 当 しな い

事 業 所
14 1 19 3 18 2 2 2 6 14 0 2 8 2 4 6 3 7 0 1 1 ′16 4

16

(16

17

イ 複 合 用 途 3 6 8 17 2 5 0 3 1 6 9 3 2 5 2 18 1 ,1 9 6 5 5 9 1 ,7 5 5

ーロ

の 2)

イ 以 外 の 複 合 用 途

地 下 街

重 要 文 化 財

8 6

3

1 ,4 2 7

2 2 2

2

7 0

2

1 ′9 7 1

19 6

2

9 5

2

1 ,5 7 9

3 0 3

1

2 5 1

7

4 .9 7

7 2 1

.5

97 2

12

18 ア ー ケ ー ド 2 4 2 8 8

合 計 2 ,9 98 3 ,2 0 5 3 , 92 5 10 ,1 2 8 15 , 1 05

(荏)　法8条該当(1種～3種)　防火管理者を必要とする防火対象物
法17条該当(4種)　　　　消防用設備等を必要とする防火対象物で防火管理者を必要としないもの
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(4)中高層建築物の現況
(平6. 5.31現在)

階 数

防火対象物別

4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 25 計

蓋 喜

をの

15 m

* m

15 m
以 上

3 1 m

* m

3 1m

を超

える

もPの

1

イ 劇 場 、 映画 館、演 芸場 3 2 5 1 i 4

ーコ 公 会 堂、集 会 場 2 1 3 1 1 2

2

イ
キ ャバ レー、 カフ ェ I

ナ イ ト ク ラ ブ
1 1 2 1 1 1

ロ 遊 技 場 、 ダ ンスホ ール 6 4 2 1 1 14 3 5 9

3

イ 待 合、 料 理 店 1 1 2 1 1

p 飲 食 店 34 3 0 13 2 3 2 7 91 46 31 58 2

4
百 貨 店 、 二 I ケ ツ ト

展 /li 場
47 17 8 3 1 1 77 2 5 37 40

5

イ 旅 館、 ホ テ ル 3 1 13 16 17 4 4 8 5 2 1 10 1 3 0 28 64 9

ロ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 840 64 1 72 77 6 8 43 37 41 8 7 12 1 ,8 46 37 1 ,379 4 30 37 .

6

イ 病 院、 診 療 所 1 16 4 6 31 14 8 3 1 2 19 3 0 104 112 3

ロ 福 祉、 救 護 施 設 6 3 1 10 2 5 5

ノ、 幼 稚 . 園

7
小 、 中 、 高 、 大 学 、

各 種 学 校
100 2 4 13 3 1 1 1 143 1 3 38 102 3

8 図 書 館、博 物 館 3 3 1 3

9

イ 蒸 気、熱 気 浴 場 23 3 3 1 1 3 1 5 19 12

一つ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 停 車 . 場

ll 神 社 、 寺院 、 教会 3 3 2 1

12

イ 工 場 、 作 業 場 19 4 3 3 29 5 8 2 1

ロ 映 画 、 テ レビスタ ジオ

13
イ 車 庫 、 駐 車 場 3 3 3 1 10 2 4 6

p 格 納 庫

14 倉 庫 14 4 18 9 9

15
前 各 号 に 該 当 しな い

事 業 所
156 5 9 3 1 29 2 5 21 8 1 2 1 1 1 3 35 7 2 109 2 00 26

16

ィ. 複 合 用 途 373 19 4 118 63 4 7 17 18 10 3 1 1 8 45 19 0 366 4 62 17

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 179 7 5 32 28 ll 7 8 5 2 347 19 194 147 6

(16の2)

17

地 下 街

重 要 文 化 財 1 1 1

2 43 169 99 87 63 18 9 14 1 1

3 3

2 ,342

3

103合 計 1 ,96 1 1 ,12 6 3 46 =,137 48 6 1 ,6 92
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6　緊急通信状況
(平成6年)

着信

種別
1 1 9 番 m -w m 加入電話 かけつけ 自己覚知 事後 聞知 そ の 他 合 計

火 災 7 05 8 9 . 1 29 6 7 58

救 急 13 ,5 22 136 156 149 112 28 14 ,103

そ の 他 の災 害 100 12 99 9 49 269

回 線 試 験 21 ,715 21 ,715

転 送 360 360

い た ず ら 2 ,032 2 ,032

ま ち が い 2 ,239 2 ,239

病 院 紹 介 1,253 749 2 ,002

そ の 他 10 ,755 10 ,755

着 信 合 計 52 ,68 1 156 1 ,013 159 112 29 83 ′54 ,233

7　消防水利状況

(平7.4.1現在)

区 域

種 別

A
lコ

計

中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 軍 消 防 署

本 清 池
棉
北 本 *T# 良 甫 田 小 川 飽天 河 本 出 託 小

普 求 田 as 普 港署 崎 熊
本
埼 良 尻 田

.明
内 普 * 蘇 山

ォ
火
栓

公 設 12,098 1 ,05 4 58 1 348 780 469 512 1 5 63 8 24 68 7 688 ,00 9 363 146 1 .746 933 718 676

& m 13 5 2 6 12 9 2 4 9 3 4 1 5 5 18 23 6 7 1

防

火

水

そ

ラ

公

H

ヰo d

以 上
286 4 8 6 17 34 16 19 6 3 16 40 4 1 29 18 9 2 0

-4 0

rd未満
168 2 7 3 15 6 7 14 1 12 4 12 46 16 8 4 ll

私

a

40 n!
以 上 158 3 2 8 ll 13 9 30 6 1 12 1 16 16 2 3 7

20~ 4 0

rd未満
86 2 5 12 5 12 3 1 3 5 1 14 4 12 7

プ ー ル 138 21 4 6 10 4 7 3 7 6 8 6 9 2 29 7 4 5

池、 泉 水 等

40 nt 以 上
23 3 3 3 1 2 5 2 3 1

8　消　　防　　団

(1)組　　　　織

岳t^^BZ*

1団　　73分団(定員) 3,830人

消防団(団本部)　　　分　団

部」:

(団長-副団長) (分団長一副分団長) (部長)
H

熊本県消防協会
熊本市支部
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(平7.4.1現在)

火先班

S^B卸

警戒班

(班長)



(2)団員及び消防ポンプ数
(平7.4.1現在)

階 級 別 団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 計
消防ポンプ

自 動 車

小型動力ポンプ

付 積 載 車

小型動力
ポ ン プ

現 在 数 1 10 73 70 144 431 2 ,678 3 ,407 4 123 67

(3)報酬及び費用弁償
(平7.4.1現在)

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 I 分 団 長 部 長 班 長
そ の 他
の 団 員

報 酬 年 額 (円) 65 ,000 53 ′000 37,000 31,000 23 ,000 22 ,000 2 1,000

区 分 費 用 弁 償 額 (円)

訓 練 出 動 1 回に つ き 2 A

研修 、講 習又は訓練のた め本県消防学校に入校 したとき 日 額 4 ,000

(注)　水火災及び警戒出動に対しては交付金によって弁償(7年度予算額25,940千円)
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